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『研究シーズ・スキル』（１）質量分析による植物ホルモンの定性・定量分析；（２）植物の環境応答実験 
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○ サイトカイニン作用を介した植物の窒素栄養応答成長調節
機構の解明 
植物は環境変化に応答して、代謝と形態形成の協調的な制御や、

地上部と根系の成長調節を行なうことで個体としてのバランス

を最適化しています。この調和のとれた環境応答を実現するため

に、細胞間、器官間で植物ホルモンなどの様々な情報分子がやり

とりされています。私たちは栄養環境応答において成長促進制御

にはたらくサイトカイニンに注目し、その生合成調節機構や輸送

制御機構の解明を進めています。 

 
 
○ 植物ホルモンを介した植物病原菌の 
病原性土壌細菌の中には、植物感染時にサイトカイニンを生

産することで、病症を発すものがいます。根頭がん腫病（クラ

ウンゴール）を引き起こすアグロバクテリウムやリーフィゴ

ールや帯化を起こす Rhodococcus fasciansがその例です。私

たちは、これらの病原細菌のサイトカイニン生合成と作用機

構の解明を進めています。 
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